
平成１６年度 随時監査（工事監査）結果報告書 

 

 

 

１ 監 査 の 期 日    平成１７年１月２４日（月） 

 

 

２ 監査の対象工事    伊保処理場沈砂池電気設備工事及び機械設備工事 

 

 

３ 監査の対象部課    予算所管課 ： 下水道部建設課 

             工事所管課 ： 下水道部建設課 

 

 

４ 監査の方針 

  今回の監査は、地方自治法第１９９条第５項の規定に基づいて行うもので 

あり、工事監査対象工事が関係法令、条例、規則、要綱、工事請負契約書に 

より実施計画、設計、施工及び工事事務が適正に執行されているかを主眼と 

し実施した。 

 

 

５ 監査の方法 

  監査にあたっては、あらかじめ下水道部建設課から関係書類の提出を求め 

るとともに、関係職員から説明を聴取し、書類審査及び現地調査を行った。 

 なお、この監査では技術調査業務を「社団法人 大阪技術振興協会」に委 

託し、同法人から阿部成文技術士の派遣を得て監査を実施した。 

 

 

６ 監査の結果 

  監査の結果については、次のとおりである。 
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Ⅱ 伊保処理場沈砂池機械設備工事 

 

Ⅱ－１ 工事概要 

  （１）工事場所   高砂市梅井６丁目２番１号 

 

  （２）工事内容 

  沈砂池機械設備の劣化による更新 

       沈砂池設備（1水路分）     1式 

 

  （３）工事請負会社 ㈱ 神鋼環境ソリューション 

 

  （４）設計業務委託   株式会社 昭和設計  （指名競争入札） 

 

  （５）工 事 費     予定価格 168,580,000 円 

               請負金額 164,850,000円（落札率 97.8%） 

 

    （６）入 札 日    平成１６年６月８日 

 

  （７）契約年月日    平成１６年７月１日 

 

  （８）契 約 方 法  公募型指名競争入札（4社） 

       

  （９）工 事 期 間     平成１６年７月２日～平成１７年３月１８日 

 

 （10）工事進捗状況 ８０％（平成１７年１月２４日現在） 

       残工事   沈砂池コンクリート面防食塗装 

             試験、試運転     

 

  （11） 指導監督員    工事担当  高砂市下水道部建設課 

           総括監督員 課長 玉田 隆良      

                監督員（機械設備担当）佐久間 恵介 
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Ⅱ－２ 設計についての所見 

用意された実施設計図（特記仕様書を含む）を検分して、事業目的に 

適合した設計になっているかどうか、法令等に適合した設計になってい 

るか、現場の状況に適合した、経済的、省資源的な設計になっているか 

どうか、将来における維持管理の難易が考慮されているかについて吟味 

した。 

    その結果、総括的には良好であり、特別の問題点はないが、若干の所 

見を記述する。 

 

（１）実施設計図について 

① 特記仕様書について 

良い点 

 下記についての仕様が詳細に記述されている。 

イ 各機器についての、製作仕様、材質仕様、据付仕様、保護装置、運

転概要、試験検査要領、基礎工事仕様、機器用架台仕様。 

ロ 配管仕様（スカム移送管・排水管、用水管、排水管） 

ハ 撤去機器仕様、ポンプ分解整備仕様 

ニ 沈砂池コンクリート防食工事仕様、 

指導事項 

イ 各機器の基礎、据付支持鋼材に対する耐震機能を裏付ける技術計算

書を整備して、保存しておいて欲しい。 

 

 

Ⅱ－３ 工事関係書類の整備についての所見 

（１）工事着工前の書類（数量拾出―予算書作成－入札―工事請負契約まで） 

用意されていた主な書類 

・数量拾出表（材料・機器数量） 

・数量計算書 

・設計内訳書 

・工事実施伺 

・入札結果通知書 

・工事請負契約書 

・工事費内訳明細書 

上記書類の整備状況、予算書作成に到る過程における積算は適正か、歩

掛・単価は適正か、算出根拠、労務単価、材料単価は適正か、製作機器の

単価決定の根拠は適正か等について調査を行った。 

その結果、各工事項目とも、図書類は必要にして十分であり、よく整備

されている。 
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特に良い点 

 イ 予算書作成に到る過程 

材料・機器の数量拾出し、歩掛り、労務単価、材料単価について 

は、算出根拠に基づいて適正に算出作業が行われている。 

 ロ 製作機器の単価決定についても、メーカー３社以上から見積書を 

とり、その中の最低見積金額を予算単価にして積算している。 

   

（２）工事着手後の書類 

用意された主な書類 

・ 工事着工届 

・ 前金払請求書（写） 

・ 現場代理人及び主任技術者等届 

・ 建設業監理技術者資格証（写） 

・ 全体工程表（実施工程表） 

・ 履行保証保険証書 

・ 保険の加入書（控） 

・ 請負工事一部下請届 

・ 主要使用材料・機器メーカー承認書 

・ 施工計画書（要領書） 

・ 各関係官庁への届出書(写) 

・ 工事指示書、工程管理関係書類 

・ 工事進行状況報告書 

・ 施工試験、検査関係記録 

・ 施工写真記録 

・ 安全衛生関係記録 

・ 廃棄物処理関係書類 

上記図書類の整備状況、内容について各工事項目にわたり吟味した。 

その結果、総括的に良好であり、よく整備されている。 

特に良い点 

イ 施工計画書（要領書）について 

     施工計画書は、請負者が当該工事で、設計図に基づいて、実際に施 

工することを具体的に文書または図面にして、その通りに施工するこ 

とを約束するものであり、監督職員は建築設備の品質の確保、設計図 

通りの施工を具現化させるため必要である。また、工程管理面からも 

必要である。 

  監督職員は施工計画書に基づいて施工が適正に行われるかどうか 

の確認、記録、調整が必要である。 

  当該現場の施工計画書は、請負施工業者 ㈱神鋼環境ソリューショ 

ンが作成したもので、標準工事部分の施工計画書に加えて、当該工事 

に必要な機器搬入方法、機器、盤の据付要領、試験・検査の計画書に 

ついても記述されており、非常に良く出来ている。 
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ロ 施工写真記録について 

施工写真記録の保存の意味と必要性について述べると、建築設備 

工事は他の製造業と比較して、多くの部材を使用し、それらを工事現 

場において加工もしくは製造するという特徴を持っている。そして工 

事の重要部分は、完成後、土中や仕上材の裏に隠れて見えなくなって 

しまう部分が多い。そのため、その施工が適切であったことを証明す 

る資料の一つとして、工事写真にして記録・保存しておくことが必要 

である。即ち、品質の確認のためと、完成後、時間を経て、維持管理・ 

保全のための資料として必要である。 

また、工事前に、被害が予想されるものについては、写真撮影、測 

量により着手前の記録をトラブル問題の解決の資料としても必要で

ある。 

当該現場の施工記録写真については、上記の必要性を十分理解して、

記録写真はよく整備されている。各写真とも、撮影場所、必要事項が

併記されており評価できる。 

ハ 使用材料、機器の品質管理について 

      現場へ搬入の使用材料、機器の品質管理については、請負会社から     

提出の、搬入検査申請書に基づいて、市監督員が検査のうえ承認を行

っている。 

ニ 施工検査、試験関係記録 

施工品質確認の施工検査については、市工事検査室による検査が実

施されており、検査結果調書もよく整備されている。 

    指導事項 

イ 施工写真記録について 

前述のとおり、施工写真記録は着手前と着手後に分けて、よく整備 

されているが、特に完成後、土中、コンクリート内、仕上材の裏に隠 

れて見えなくなる部分で、施工品質確認を必要とするところ、例えば 

機器基礎工事（配筋状態、アンカーボルトの取付状態、架台）機器の 

据付状態、試験状況等の写真を整備して欲しい。 

   ロ 工事指示書、工程管理書類について 

説明によると、毎週週末に、請負会社現場代理人から、週間計画書 

の提出を受け、市監督員が承認のうえ、指示事項があれば口頭で指示

を行っているようであるが、出来得れば、毎週工程会議・安全会議を

市監督員、請負会社現場代理人その他、必要によりメーカー担当者他

関係者出席のうえで行い、工事指示書、質疑応答書、工事監理書類を

作成して、整備保管することが望ましい。 

ハ 監理業務フローについて 

      工事監理業務フロー図（監理書類名、作成者、提出先、承認者、書  

類保管者）を作成して、各現場に適用するようにすると、各現場とも

平均した適正な監理業務が行われると思われる。 
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Ⅱ－４ 現場の施工状況についての所見 

    現場の実査に当っては、実施設計図通りの機能をもつ、機器、器具、

盤が据付けられているかどうか、設計図通りの施工が出来ているかどう

か、施工品質はどうか、また建築設備の維持管理即ち保全面から見て問

題はないかについて調査した。 

 コンクリート内、仕上材の中、土中部分、高所部分等、施工状況が見

えない部分については、施工写真から判定、確認した。 

    各工事にわたって良質な施工がなされており、特に大きな問題点はな 

い。 

良い点 

イ 耐震関係について 

機器・盤の据付、配管の支持については、特記仕様書に基づいて耐 

震を考慮した据付、施工がなされている。 

指導事項 

イ 既設配管、配管支持物、機器撤去後の箇所については、塩害対策上、

耐塩防食塗装を施しておくこと。 

ロ ホッパーの周囲、点検歩廊に落下防止の手すりを設置のこと。 

ハ 残工事として、試験、試運転が残っているので、十分計画をたてて 

行って欲しい。 

 

 

Ⅱ－５ 竣工図書の整備状況について 

    工事が完成していないため確認出来なかったが、下記の図書を整備し

て欲しい。 

    ・ 完成図       ・関係官庁届出控 

    ・ 機器完成図     ・工事担当者ならびに主要機器類の連絡先 

    ・ 機器取扱説明書   ・予備品及び工具類（明細書共） 

    ・ 機器性能試験成績書 

 

 

Ⅱ－６ 維持管理面（保全業務）面からみた所見 

指導事項 

施設管理者に対しての機器取扱、異常時の処置、連絡方法等十分に説 

明しておいて欲しい。 


